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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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今
国
会
に
提
出
さ
れ
た
予
算

案
の
組
み
替
え
を
要
求
し
て

い
る
▼
３
月
に
可
決
さ
れ
る

か
不
透
明
と
の
報
道
が
さ
れ

る「
予
算
関
連
法
案
」。
マ
ス

コ
ミ
各
社
は
、
ね
じ
れ
国
会

を
含
め
た
政
局
と
併
せ
て
報

道
を
集
中
し
て
い
る
▼
予
算

関
連
法
案
は
、
私
た
ち
の
労

働
条
件
に
も
大
き
く
影
響
を

及
ぼ
す
。
例
え
ば
、
形
式

上
、
４
月
１
日
採
用
と
な
る

非
常
勤
職
員
。「
臨
時
」と
い

う
建
前
で
の
採
用
だ
が
、
財

源
が
な
い
場
合
、
公
募
で
採

用
が
叶
っ
た
非
常
勤
職
員
全

員
の
雇
用
に
直
結
す
る
▼
国

民
本
位
の
予
算
編
成
を
求
め

る
と
同
時
に
、
国
民
サ
ー
ビ

ス
と
雇
用
の
切
り
捨
て
は
絶

対
に
許
さ
れ
な
い
。　

年
ほ

20

ど
前
、
予
算
関
連
法
案
が
通

ら
な
か
っ
た
時
、
何
が
起
き

た
か
。
検
証
が
必
要
だ
。

大
企
業
優
遇

で
は
な
く
、

国
民
本
位
の

予
算
と
な
る

よ
う
、
国
民

春
闘
で
は
、

〈
出
題
〉九
段　

石
榑　

郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

黒
1
、
3
の
好
手
段
で
二
眼

を
作
り
ま
す
。

（　

分
で
二
、
三
段
以
上
）

10

新たな差別許さぬ
直
ち
に
補
正
発
令
せ
よ

　

名
古
屋
国
税
局
は
２
月
１
日
に
行
っ
た
６
級
昇
格
発
令
で
、
２
０
０
８
年
７
月

に
ポ
ス
ト
昇
任
・
特
官
発
令
が
さ
れ
て
い
る
川
澄
延
夫
さ
ん
（
普　

期
）、
江
部
展

29

生
さ
ん
（
専
８
期
）
に
対
し
て
、
昇
格
発
令
を
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
ま
で
、
全

国
税
組
合
員
に
対
し
、
ポ
ス
ト
発
令
さ
れ
て
い
て
昇
格
な
く
退
職
し
た
ケ
ー
ス
は

皆
無
で
す
。
新
た
な
差
別
の
持
ち
込
み
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

東
海
地
連
の
組
合
員
の
昇

格
発
令
で
は
、
今
ま
で
昇
任

後
１
年
３
か
月
後
の　

月
１

10

日
付
発
令
が
通
常
で
あ
り
、

委
員
長
で
す
。
当
局
に
よ
る

「
狙
い
撃
ち
」
で
あ
り
、
決
し

て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
川
澄
さ
ん
は
、
今

年
３
月
に
定
年
退
職
の
時
期

を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
残

さ
れ
た
時
間
は
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
直
ち
に
、
補
正
発
令

を
行
う
よ
う
求
め
ま
す
。

　

名
古
屋
局
は
、
２
０
０
７

年
７
月
に「
Ｚ
メ
ー
ル
事
件
」

を
起
こ
し
て
お
り
、
組
合
差

別
の
姿
勢
を
転
換
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

後
に
庁
舎
外
観
を
写
真
撮
影

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

写
真
は
、
１
月　

日
（
木
）

27

　

時　

分
の
帯
広
署
と　

時

19

02

19

　

分
の
釧
路
署
。
ほ
と
ん
ど

12の
フ
ロ
ア
で
灯
り
が
灯
り
ま

す
。
同
日
は
、
北
見
署
で
は

　

時　

分
、
網
走
署
も　

時

19

08

19

　

分
と
、
同
様
で
す
。
ま

26た
、
札
幌
西
署
で
は
１
月　
25

日（
火
）　

時　

分
に
調
査
を

19

05

行
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
も

ほ
と
ん
ど
の
フ
ロ
ア
に
灯
り

が
灯
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

管
理
運
営
部
門
で
は
、
Ｋ

Ｓ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
し
て

い
る
時
間
ま
で
ギ
リ
ギ
リ
の

過
密
労
働
が
あ
り
、
そ
の

後
、
手
作
業
の
時
間
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ

け
、
３
週
間
還
付
が
大
き
な

負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

骨
折
。
別
の
署
で
は
、
作
成

コ
ー
ナ
ー
に
従
事
し
て
い
た

非
常
勤
職
員
が
倒
れ
、
い
ず

れ
も
救
急
車
で
運
ば
れ
ま
し

た
。
納
税
者
も
救
急
車
で
運

ば
れ
る
事
態
が
出
て
い
ま

す
。「
立
ち
っ
ぱ
な
し
相
談
」

今
回
の
２
名
へ
の
未
発
令

は
、
異
常
な
事
態
で
す
。
ま

た
、
川
澄
さ
ん
は
元
東
海
地

連
委
員
長
、
江
部
さ
ん
は
現

は
、
納
税
者
に
も
負
担
を
か

け
て
い
ま
す
。

　

職
員
に
も
納
税
者
に
も
つ

ら
い
巡
回
指
導
が
行
わ
れ
る

中
、
署
の
電
話
は
鳴
り
や
み

ま
せ
ん
。
今
年
、
職
員
に

と
っ
て
一
番
大
変
な
の
は
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
申
告
書

が
送
ら
れ
て
こ
な
い
」
の
電

話
で
す
。
中
に
は
、「
来
署

者
の
６
割
が
申
告
書
未
送
付

の
案
内
だ
っ
た
」「
徴
収
に
申

告
書
送
付
依
頼
の
電
話
」
と

い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
既
に　

時
ま
で
の

19

連
日
超
勤
が
行
わ
れ
て
お

り
、
特
に
、
管
理
運
営
部
門

で
は
処
理
に
追
わ
れ
、
超
過

密
・
長
時
間
労
働
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

職
員
と
納
税
者
の
健
康
が

危
ぶ
ま
れ
る
確
申
期
で
す
。

　

時
ま
で
残
業
続
く

19
　

1
月
下
旬
・
道
地
連
調
査
で

職員と納税者の健康を守職員と納税者の健康を守れれ

　

い
よ
い
よ
確
申
期
も
ラ
ス

ト
ス
パ
ー
ト
。
し
か
し
、
３

月
に
入
る
前
に
、
会
場
で
職

員
が
倒
れ
、
救
急
車
で
運
ば

れ
る
事
例
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
あ
る
署
で
は
、
外
部
会

場
で
職
員
が
足
を
踏
み
外
し

　

北
海
道
地
連
は
、
１
月　
24

日
か
ら　

日
ま
で
五
日
間
の

28

超
勤
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
の
方
法
は
、　

時
前

19

ひ
と
つ
の
署
で
連
続
し
て
問
題
発
生

　

東
京
局
の
周
辺
署
Ａ
署
で

は
、
確
申
期
の
局
応
援
人
数

を
減
ら
し
、
結
果
と
し
て
審

査
人
員
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
結
局
、
法
人
課
税
部
門

か
ら
の
応
援
者
増
員
で
対
応

し
て
お
り
、
署
内
で
の
対
応

を
押
し
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
署
で
は
、
非
常
勤

職
員
の
公
募
で
も
、
３
名
の

減
員
を
示
し
、
全
国
税
の
た

た
か
い
に
よ
っ
て
、
よ
う
や

長
官
回
答
さ
え
守
れ
ぬ
当
局

の
は
、
偶
然
で
し
ょ
う
か
。

「
事
務
量
を
見
積
も
れ
な
い

署
」、「
異
常
係
数
も
チ
ェ
ッ

ク
で
き
な
い
主
務
課
」。
ど

は
、
川
澄
さ
ん
の
６
級
昇
格

発
令
が
な
さ
れ
ず
、
全
国
税

差
別
の
新
た
な
手
法
を
取
り

入
れ
よ
う
と
す
る
署
・
局
へ

を
行
い
、
予
算
配
分
を
行
わ

な
い
局
」。

　

ど
こ
に
黒
幕
が
潜
ん
で
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

◇

　
「
差
別
し
た
こ
と
も
、
す
る

つ
も
り
も
な
い
」、「
非
常
勤

予
算
は
確
保
で
き
て
い
る
」、

「
非
常
勤
の
公
募
は
能
力
の

実
証
に
よ
る
。
経
験
も
能
力

の
ひ
と
つ
」、「
必
要
な
事
務

量
を
勘
案
し
て
事
務
計
画
を

策
定
」。

　

ど
れ
も
、
長
官
の
回
答
で

す
。「
長
官
回
答
を
読
み
取

れ
な
い
局
署
」
な
の
か
。「
方

針
を
徹
底
で
き
な
い
庁
幹

部
」
な
の
か
。

　

黒
幕
は
、
い
っ
た
い
誰
で

し
ょ
う
。

抗
議
が
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
非
常
勤
職
員
５
名

の
減
員
が
強
行
さ
れ
よ
う
と

し
て
お
り
、
雇
い
止
め
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
が
進
行
中

で
す
。

　
「
新
た
な
差
別
や
雇
い
止

め
を
す
る
署
」、「
差
別
人
事

こ
に
黒
幕
が
潜
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　

◇

　

名
古
屋
局
の
豊
橋
署
で

く
希
望
者
全
員
採
用
を
勝
ち

取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

局
員
応
援
と
非
常
勤
職
員

の
減
員
が
同
じ
署
で
表
れ
た

域
育

違
違
違
違
違
違
違
違

申告書未送付の電話・連日超勤で限界

川
澄
延
夫
さ
ん
（
豊
橋
分
会
・
普　

期
）

29

江
部
展
生
さ
ん
（
多
治
見
分
会
・
専
8
期
）

札幌局

煌煌と灯りが灯る帯広署（上）と釧路署（下）

納税者が列をなす川口・西川口合同会場

侠 僑挙挙挙挙挙挙挙挙挙

侠僑 挙挙挙挙挙挙挙挙挙
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ギ
リ
ギ
リ
の
要
員

【
北
海
道
地
連
】

　

個
人
課
税
部
門
で
は

相
談
会
場
へ
の
要
員
配

置
な
ど
ギ
リ
ギ
リ
の
状

態
で
す
。

　
「
あ
そ
こ
も
こ
こ
も

人
が
足
り
な
い
」
と
い

う
中
で
、
立
ち
っ
ぱ
な

し
の
労
働
を
強
い
ら
れ

ま
す
。
交
代
要
員
が
い

な
い
個
人
課
税
の
統
括

官
は
連
日
・
長
時
間
、

受
付
な
ど
に
文
字
通
り

立
ち
っ
ぱ
な
し
で
す
。

　
「
コ
ル
セ
ッ
ト
を
手

放
せ
な
い
」、「
週
末
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
通
い
」
な

ど
個
人
課
税
の
職
業
病

と
も
思
え
る
ほ
ど
で
、

健
康
破
壊
が
危
惧
さ
れ

ま
す
。

超
勤
パ
ト
ロ
ー
ル

【
東
海
・
愛
知
支
部
】

☆
回
答
違
反
！

　

各
署
、
管
理
運
営
の

入
力
業
務
や
個
人
の
外

部
（
合
同
）
会
場
か
ら

の
申
告
書
持
ち
帰
り
等

で
全
体
的
に
超
勤
状
況

が
出
だ
し
か
ら
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
こ
れ
で
は

「
健
康
第
一
」は
守
ら
れ

ま
せ
ん
。
当
局
の
回
答

違
反
で
す
。
早
期
に
改

善
す
べ
き
で
す
。

☆
去
年
で
懲
り
た

　

合
同
会
場
が
始
ま
っ

た
の
に
来
署
者
は
減
り

ま
せ
ん
。
去
年
で
懲
り

た
と
言
っ
て
来
署
す
る

人
も
。「
税
務
署
は
納

税
者
に
や
さ
し
く
な
い

ね
」
と
言
い
な
が
ら

帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。

☆
早
々
、
5
割
超
過

　

今
回
最
も
多
く
残
っ

て
い
た
署
は
小
牧
署
で

し
た
。
閉
庁
日
対
応
の

　

日
の
来
場
者
は
1
3

200
0
人
、
待
ち
時
間
は

最
高
3
時
間
を
超
え
ま

し
た
。

〝
番
号
発
券
機
〟の
登
場

【
近
畿
地
連
】

　

Ｈ
署
の
管
理
運
営
部

門
で
は
、
初
め
て
納
税

証
明
の
窓
口
に
「
番
号

発
券
機
」
が
試
行
的
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
順
番
待
ち

の
整
理
が
容
易
に
な
り

事
務
作
業
の
効
率
ア
ッ

プ
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

税
務
署
も
い
よ
い
よ

サ
ー
ビ
ス
行
政
化
さ

れ
、
銀
行
や
郵
便
局
の

窓
口
業
務
と
一
緒
に

な
っ
た
よ
う
な
気
分
で

す
。
こ
れ
が
定
着
す
る

と
、
人
員
削
減
に
つ
な

が
る
の
で
し
ょ
う
か
？

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー 

使
用
禁
止

【
名
古
屋
東
分
会
】

　

重
要
文
書
を
裁
断
し

な
い
よ
う
に
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
禁
止
、
シ
ュ
レ
ッ

ダ
ー
に
か
け
る
書
類
は

箱
に
ま
と
め
て
統
括
官

が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
溶
解

へ
。

　

統
括
官
の
事
務
が
ま

た
一
つ
増
え
ま
し
た
。

　

ど
こ
ま
で
職
員
を
信

頼
で
き
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。
効
率
ば
か
り
求

め
る
当
局
に
自
戒
を
求

め
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
解
答
〉

黒
1
か
ら
3
と
打
つ
の
が
好

手
段
。
白
4
に
黒
5
、
7
で

黒
生
き
で
す
。
黒
1
で
4
は

白
1
で
黒
死
。
白
2
で
3
な

ら
黒
2
で
黒
生
き
で
す
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍杏 庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

鞍 杏庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

雇
い
止
め
撤
回 
待
っ
た
な
し

　
「
不
採
用
の
通
知
は
原
則　
30

日
前
」
─
─
。
長
官
団
交
で
の

回
答
に
基
づ
く
〝
期
日
〟
で
あ

る
、
３
月
１
日
を
超
え
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
職
場
に
雇
い
止
め

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

　

全
国
税
に
は
、
６
署（
３
月
３

日
現
在
）
で
の
雇
い
止
め
事
例

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
内
、
２

件
は
希
望
者
全
員
雇
用
を
勝
ち

取
っ
て
お
り
、
残
り
の
４
署
の

間
を
奪
っ
て
き
た
職
場
で
、
雇

い
止
め
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

雇
い
止
め
の
通
知
を
受
け
た

非
常
勤
職
員
は
、
シ
ョ
ッ
ク
を

隠
せ
ま
せ
ん
。
眠
れ
な
い
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
。

　

全
国
税
は
、
非
常
勤
職
員
と

と
も
に
、
署
・
局
・
庁
の
全
て

の
段
階
で
、
雇
い
止
め
を
撤
回

す
る
よ
う
、
た
た
か
い
を
続
け

事
例
で
も
、
現
在
、
撤
回
を
求

め
て
た
た
か
い
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　

雇
い
止
め
事
例
の
原
因
は
、

予
算
を
理
由
に
し
た
も
の
が
圧

倒
的
で
す
。
中
に
は
、
募
集
人

数
を
現
在
の
非
常
勤
職
員
よ
り

も
少
な
く
し
、
公
募
の
段
階
で
、

既
に
「
誰
か
が
首
を
切
ら
れ
る
」

状
況
に
し
た
署
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
ま
で
労
働
日
数
や
時

　

２
月　

日
、
東
京
都
霞
が

10

関
周
辺
で
、
官
民
労
働
者
を

は
じ
め
と
す
る
広
範
な
仲
間

７
０
０
０
名
が
集
ま
り
、

「
賃
上
げ
で
景
気
回
復
を
」

「
大
企
業
は
内
部
留
保
を
吐

賃
上
げ
で
景
気
回
復
を幹

部
主
導
で
庁
に
労
組
作
り
か

各
省
庁
前
の
要
求
行
動
、
昼

休
み
集
会
、
銀
座
パ
レ
ー

ド
、
日
本
経
団
連
包
囲
行
動

な
ど
が
行
わ
れ
、
内
需
中
心

の
景
気
回
復
を
求
め
て
政
府

が
狙
う
人
事
院
勧
告
に
よ
ら

な
い
賃
下
げ
法
案
の
提
出
や

「
地
域
主
権
改
革
」に
よ
る
国

民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
が
、
官
民

一
体
の
行
動
と
し
て
取
り
組

　
　

年
目
を
迎
え
る
、「
国

26
民
の
た
め
の
財
務
・
金
融
行

政
を
求
め
る
２
０
１
１
共
同

　
「
庁
幹
部
主
導
で
、
国
税

労
組
幹
部
と
の
話
し
合
い
に

よ
っ
て
、
国
税
庁
本
庁
内

に
、
職
員
団
体
を
作
ろ
う
と

し
て
い
る
」
と
い
う
情
報
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
、
国
税
庁
本
庁
は
未
組
織

職
場
で
す
。

　

本
当
の
話
で
あ
れ
ば
、
こ

れ
は
不
当
労
働
行
為
そ
の
も

の
で
あ
り
、
断
じ
て
許
す
こ

き
出
せ
」「
消
費
税
増
税
反

対
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」「
社

保
庁
・
日
本
航
空
の
整
理
解

雇
撤
回
」
を
要
求
す
る
中
央

行
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
行

動
で
は
、
早
朝
ビ
ラ
宣
伝
、

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
全
国
税

弾
圧
の
な
か
、
１
９
６
２
年

　

年
が
経
と
う
と
し
て
お

49り
、
同
じ
過
ち
は
繰
り
返
す

べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
税
の
指
摘
に
、
庁
当

局
は
「
そ
う
い
う
事
実
は
な

い
」と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、

改
め
て
不
当
労
働
行
為
を
し

な
い
よ
う
、
通
告
し
ま
す
。

か
ら
２
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
に
は
、
全
国
税

行
動
」
は
、
４
月　

日
（
金
）

15

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

に
関
信
局
に
当
局
主
導
で
第

二
組
合
が
結
成
さ
れ
て
か
ら

2
0
1
1
財
金
共
同
行
動

　
    

4
月　

日
に
展
開

15

汚
甥

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

汚
甥

遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠
遠

雇
用
形
態
違
っ
て
も
団
結
を

　

昨
年
の
人
事
院
勧
告
で
、
中
高
年
賃

金
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

一
方
、
国
家
公
務
員
の
初
任
給
は
、
民

間
よ
り
大
き

く
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、

据
え
置
か
れ

て
い
ま
す
。

非
常
勤
職
員

は
雇
用
不
安

と
労
働
時
間

削
減
で
、
生

活
設
計
に
不

安
を
抱
え
て

い
ま
す
。
税

務
署
か
ら
発

注
さ
れ
た
派
遣
・
委
託
労
働
者
は
、
入

札
の
度
に
賃
金
（
報
酬
）
が
切
り
下
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
非
常
勤
職
員
と
派

遣
・
委
託
労
働
者
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
・

プ
ア
相
当
の
収
入
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
、
税
務
署
を
は
じ
め
、
公
務
で
働

く
労
働
者
は
、
文
字
通
り
総
人
件
費
が

削
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
労
働
者

に
、「
働
き
が
い
の
あ
る
人
間
ら
し
い
仕

事
」
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
一
緒
に
働
く
仲
間
と

し
て
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
を
な
く

す
た
た
か
い
を
、
全
国
税
は
展
開
し
ま

す
。
働
き
方
で
差
別
し
て
い
る
の
は
使

用
者
で
あ
り
、
労
働
者
は
団
結
が
必
要

な
の
で
す
。

終

て
い
ま
す
。

非常勤の雇用を守れ

2月10日中央行動

   
7
千
名
の
労
働
者
ら 

霞
が
関
を
包
囲不

当
労
働
行
為
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ

09年4月17日に行われた共同行動。財務省前で
シュプレヒコールをあげる参加者たち。

日比谷野外音楽堂で開かれた中央集会


